
「総務省接待問題」中心の国会審議
２月、３月といえば国会は翌年度予算の審議の季節です。しか

し今年の衆参の予算委員会は、予算審議よりも総務省接待問題
一色に染まっているようです。官民接待の問題は、1990年代の
大蔵省接待汚職事件を契機としてルールの厳格化が行われまし
た。問題になっている接待は、このときに定められたルールに
背くもので、罪は重いといわざるを得ません。しかし、それに
しては国民の怒りは、かつての大蔵省接待スキャンダルの時ほ
どではないように思われるのはなぜな
のでしょうか。

接待によってもたらされた不利益
考えられる理由は、コロナ対策など、

接待問題より喫緊で取り組むべき課題
があると国民が考えていることがある
のかもしれません。接待問題によって
国民の懐が直接影響を受けることがな
いということも理由なのでしょう。接
待によって携帯電話料金の引き下げが
行われなかったとしたら、それは消費
者の損失につながりますが、結果とし
て接待の有無にかかわらず携帯電話料金は、競争要因によって
引き下げられたと考えられます。
では接待によって何が変わったのでしょうか。電波オークシ

ョンが見送られたのでしょうか？それは違います。電波オーク
ションの問題は、接待程度で片付く話ではありません。また、
放送と通信の融合の結果、衛星放送の利権は、昔と比べれば遥
かに小さくなっています。放送なら外資規制もあるでしょうが、
通信のインフラを使うインターネットの番組は制度上、規制し

ようがありません。時代も大きく変わったということです。

接待問題が投げかける本質的課題
総務省接待の問題が投げかける本質は、この時代の変化と大

きく関わる事柄です。ルールはルールですから、今後規制する
側と規制される側の接触はより厳格に制限されます。一方、総
務省接待問題による影響の程度を定量的に測ることは出来ませ
んが、役所を目指す若者の数も減ると予測されます。そもそも、
新卒一括採用による終身雇用モデルは時代の変化と共に、廃れ

始めています。雇用の流動性を高めて
いかないと日本の企業も対応が出来な
い状況になりつつあります。

リボルヴィングドア型の
人事制度の確立を！
既に、金融庁などがそうであるよう

に、規制を守らせる職種については、
中途採用の専門家が、その職種を担い
始めています。もちろん、一足飛びに
はいかないでしょうが、学生が役所を
目指さなくなることを念頭に、官僚の
世界においても実業の世界の選手が規

制を守らせる審判になるリボルヴィングドア型の人事制度を作
るべきとの警鐘を投げたのが、今回の事件の大きな教訓ではな
いでしょうか？ ルールを作る人、ルールを守らせる人、それぞ
れが専門職として、ルールに基づき活動する経済人と距離感を
もって対峙する、そんな新たな時代の幕開けのきっかけに今回
の事件がなればと思います。

前衆議院議員　浅尾 慶一郎

官僚接待がもたらす新しい官僚制度今月の提言
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誰にでも何度でもチャンスのある社会を。
あさおの思いはコチラから。

再起！
ここから一緒に。

神奈川県第４区（横浜市栄区・鎌倉市・逗子市・葉山町）

あさお慶一郎  Youtube 検索あさおチャンネル



1月から続いて緊急事態宣
言中、浅尾慶一郎は皆さん
に集まっていただく集会で
はなく、街角に立って自身
の政策を訴え、皆様の声を
しっかり受け止めてまいり
ました。横浜市栄区、鎌倉市、
逗子市、葉山町の隅々まで
回っています。今もまだコロ

ナ感染のリスクは変わりません。これからも感染に十
分気を付けながら活動を展開していきます。
こうした私の活動の様子をビデオにまとめてくださ
った方がいます。あさおチャンネルでご覧いただけま
す。このあさおチャンネルでは「何故自民党なのか？」

や「コロナウイルスの予防ワクチンについての解説」
など、さまざまな情報を短くお伝えしています。是非、
ご覧ください。

●お申し込み記入欄 （お申し込みFAX番号：0467-47-5626）
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▢ 特別賛助会員

▢「再起！ここから一緒に」ポスターの掲示希望
 ＊ご自宅の壁・フェンス等に掲示可能な方はお知らせください
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電 話 携帯電話

E-mail

視覚障害のある方は街中の色々なとこ
ろに不安を感じています。実は多くの信
号機は音響式信号機としての機能が止め
られて、音が出ない状態になっています。
視覚障害のある方々には大変危険な状態
で、周りの音（車や足音）を頼りに渡っ
ている状態です。
先日、鎌倉郵便局前の信号機を交通管

制当局に掛け合って、音が出る状態にし
てもらいました。「これで、仕事で郵便
局へ行く際に不安だった交差点が一つ減
りました」と今回お申し出をいただいた
視覚障害者の板嶌憲次朗さんから感想を
いただきました。批判よりも行動を。こ
れからも地域の課題を一つ一つ変えて行
きます。

音響式信号機の機能を回復させることが必要です活動報告1

緊急事態宣言中は皆様の街角へ伺いました活動報告2

「あさお慶一郎君を応援する会」では浅尾慶一郎の政治活動を支援する一助として
「特別賛助会員」（5,000円/年）※の募集を行っております。ご入会された方には、
大船在住の石井咲会（さえ）さんがデザインを手掛けた、今年の干支である丑（うし）
の「オリジナルピンバッジ」をお送りさせていただきます。

※後援会組織である各あさお会は無料、年会費はありません。

特別賛助会員募集・
各種イベント申込

各種入会・詳細に関しましては、「浅尾慶一郎事務所」ホームページ「http://asao.net/asaokai/」又は TEL. 0467-47-5682 までご連絡ください。

市町村 横浜市栄区 鎌倉市 逗子市 葉山町 神奈川県
累積感染者数 396人 615人 239人 87人 47,462人

新規感染者数 39人 33人 5人 3人 3,091人

前月比 - 45人 - 26人 - 24人 - 7人 -3,252人

　3月現在の神奈川四区の現在のコロナ感染者状況をお伝えしま
す。緊急事態宣言は解除されたものの、変異ウイルスの影響も見
られ、まだ警戒が必要です。対策の基本はマスクと小まめな手洗
い、そして換気です。皆さん続けて行きましょう。

コロナ感染
現在の状況

感染対策の基本は変わりません

換気を
しましょう

こまめに手を
洗いましょう

マスクを
しましょう

「あさおチャンネル」

JP

【コロナウイルス感染でのお困りごとがありましたら、是非浅尾事務所へご相談下さい】
補助金・協力金・助成金や融資などの申請、年金や税などお困りごとありましたらご連絡ください。

浅尾慶一郎事務所
電話 0467-47-5682

こちらから▶


